







ある”(Schumpeter 1942) と述べている｡ 経
営学でイノベーションの研究が盛んになってき
たのは, 1950 代後半から 1960 年代以降であ
る(March & Simon 1958; Burns & Stalker
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この Foster の見方は, 企業側に焦点を当て,
技術進歩の様子を示したものであるが, このよ
うな S 字カーブになる要因として, Rogers
(1983) のイノベーションの普及に関する研究













































以上の Foster と Rogers の研究から, 経時
的に見ると, 技術進歩と人々の製品・サービス




















た｡ その結果, 産業は, その発生頻度の関係性
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他の技術方式が淘汰され, 一つの技術方式が生
き残る過程がある｡


























も続いていく｡ Buzzell and Gale (1987) の












ど, あるいは, 相対的品質が高いほど, 収益性











この PIMS 研究では, 相対的品質が鍵概念




ル｣ 作成の過程を経て, 判断される｡ その過程
では, 製品・サービスの属性の重要度が全体と
して 100 になるように重みづけられる｡ そして
回答者は, 個々の製品・サービスの属性につい
て, 自社製品の主な競合企業の製品・サービス























図 3 PIMS 研究 優れた知覚品質にともなう成功図式
出所：Buzzell and Gale (1987) を筆者修正
｢品質｣ という単一の評価時限に一元的に縮約





































をひくことはできなかった｡ そのため, 8 イン
チドライブメーカーは, ミニコンピュータ用途
向けに発売した｡ DEC や HP といったミニコ
ンメーカーは 14 インチドライブではサイズが






き, 1980 年代半ばには, メインフレーム向け
にも十分な記憶容量を実現した｡ またミニコン
用途での需要が増加したため, 1MB 当たりの
コストは, 14 インチドライブよりも 8 インチ
ドライブの方が低くなった｡ このため, 8 イン
チドライブは, メインフレーム市場に侵食し出
し, ローエンドのメインフレーム市場で 14 イ
ンチドライブから代替するようになった｡ しか
し, 14 インチドライブメーカーのうち, 3 分の
2 のメーカーは, 8 インチドライブを生産しな





5.25 インチドライブの容量は 10MB ほどで,
ミニコンでは 40MB から 60MB が求められて
いたため, ミニコンメーカーに関心は持たれな











































容量の異なる技術 1と技術 2は, 顧客の用途は
異なるため, 用途 A の観点から見た性能と用
途 B の観点から見た性能は, 別の価値次元と
して捉えられるのである｡ しかし, 技術 2が技
術 1の製品性能を上回ると, 用途Aに対して,
技術 1と技術 2とは競合関係になる｡ その際に
は, 技術 1の技術開発を行ってきた既存企業は
敗北を喫し, 技術 2 を有する用途 Aへの新規
参入企業が市場を席巻することになる｡
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最近は, 複数の価値次元を捉えることによって
企業間の競争を理解しようとする研究が増えて



































4 Kim and Mauborgne は, 新しい価値曲線を
描くための手法として, 付け加える, 増やす,
減らす, 取り除くという ｢4 つのアクション
(the four actions framework)｣ を提示してい
る｡
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